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議      長  日程第４「議案第35号令和２年度松田町一般会計補正予算（第７号）」を議

題といたします。 

 町長の提案説明を求めます。 

町      長  議案第35号令和２年度松田町一般会計補正予算（第７号）。令和２年度松田

町一般会計補正予算（第７号）は、次に定めるところによる。 

 （歳入歳出予算の補正）第１条、既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それ

ぞれ7,791万1,000円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ64億6,

432万5,000円とする。 

 ２、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後

の歳入歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

 （債務負担行為の補正）第２条、債務負担行為の追加は、「第２表 債務負

担行為補正」による。 

 令和２年７月９日提出、松田町長 本山博幸。 

 よろしくお願いいたします。 

議      長  町長の提案説明が終わりました。担当課長の細部説明を求めます。 

政 策 推 進 課 長  それでは、議案第35号令和２年度一般会計補正予算（第７号）について御説

明をさせていただきます。 

 初めに３ページをお開きください。第２表でございます。債務負担行為の追

加補正でございます。各学校のＩＣＴ端末機器のソフトウェア賃貸借料による

もので、限度額1,789万7,000円を追加補正するものでございます。 

 それでは、10ページ、11ページの事項別明細書の２、歳入より御説明をさせ

ていただきます。まず、国庫支出金、国庫補助金、企画費補助金の説明欄、新

型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金として、今回6,695万4,000円

を補正するものでございます。国の第２次補正予算において、松田町の交付金

限度額は１億5,964万8,000円の内示額に対し、その一部を今回補正するもので

ございます。10分の10の補助事業となります。 

 次に、国庫支出金、国庫補助金、民生費国庫補助金については、説明欄、ひ

とり親世帯臨時特別給付金事務費補助金として、４万2,000円を補正するもの

でございます。こちらにつきましては、国の２次補正に伴うひとり親家庭の支
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援のですね、ひとり親世帯臨時特別給付金事業として、新型コロナウイルス感

染症の影響により、子育てと仕事を１人で担う低所得者のひとり親世帯に臨時

的に給付し、子育て世帯の負担や収入の減少に対する支援を行うために、支給

されるものでございます。今回は、その事務の一部を町が担うことから補正す

るものでございます。 

 続きまして、国庫補助金、教育費国庫補助金、小学校費国庫補助金の説明欄、

学校保健特別対策事業費補助金でございます。257万2,000円でございます。 

 次に、中学校費国庫補助金について、学校保健特別対策事業費補助金につい

ては、103万5,000円を補正するものでございます。 

 続きまして、諸収入、雑入、説明欄、公立学校情報機器整備費補助金230万8,

000円で、この内訳につきましては、ＧＩＧＡスクールサポーター配置事業に2

25万8,000円、学校からの遠隔学習機能の強化事業として、５万2,000円を補正

するものでございます。 

 続いて、雑入の二酸化炭素排出抑制対策事業費等補助金500万円でございま

す。詳細については、歳出で御説明をさせていただく10分の10の補助事業でご

ざいます。 

 続きまして歳出について御説明をさせていただきます。12、13ページでござ

います。総務費、総務管理費、財政管理費積立金、財政調整基金に3,500万円

を積み立てるものでございます。 

 次に、総務費、総務管理費、企画費、説明欄の（２）でございます。感染症

総合対策事業の報償費については、シティプロモーション動画作成に伴う謝礼

として50万円、そして２つ目に、ふるさと大使による町民元気プロジェクトと

して、いわゆるふるさと大使の方々による専門技能やノウハウを生かした教室、

講演会を通じた事業に50万円を補正するものでございます。 

 続いて、民生費、社会福祉費、社会福祉総務費、説明欄（５）感染症総合対

策事業では、災害時に伴う高齢者等の避難所への移動手段の確保や、生活支援

対策として外出を控えている方々が、遠隔で家族とのコミュニケーションツー

ルの確保、また自宅等でのリモートワークを可能とするための、リモート関係

機器等の導入費用に対し、一部助成するものでございます。主なものといたし
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ましては、負担金補助及び交付金として、高齢者等の災害時避難支援助成金51

万3,000円と、リモートコミュニケーション環境推進事業助成金として、新し

い生活様式に伴うパソコンや小型カメラ、スピーカーなどの購入費の一部を助

成するもので、300万円を補正するものでございます。 

 次に、民生費、社会福祉費、社会福祉総務費（２）介護保険事業特別会計繰

出金については、地域支援事業費分事務費繰出金37万1,000円でございます。

新型コロナウイルス感染症対策として、コロナ禍に伴い運動不足になりがちな

高齢者の、健康維持の啓発事業に伴う繰出金となるものでございます。 

 続きまして、民生費、社会福祉費、社会総務費、老人福祉総務費、説明欄

（10）感染症総合対策事業では、高齢者等が日々生活していく中で、見守りが

必要な方に対し、見守りロボットを賃借することで、安心・安全な生活環境が

将来にわたり確保できるように取り組むための補正でございます。主なものに

つきましては、役務費のオンライン通信料や、見守りロボット賃借料による経

費123万円となります。また、14、15ページでございます。70歳以上のシニア

の方へ、コロナ禍での生活支援のシニア生きがい応援給付金として1,525万円

を補正するものでございます。 

 続いて、民生費、児童福祉費、児童福祉総務費、説明欄（11）感染症総合対

策事業では、消耗品として子供用のマスク、いわゆる３歳から５歳児、全てに

配布するため、総額50万円を補正するものでございます。 

 続きまして、民生費、児童福祉費、児童措置費（１）ひとり親世帯臨時特別

給付金事業では、コピー等の消耗品や決定通知送付用の郵送料等４万2,000円、

10分の10の補助事業でございます。 

 続きまして、衛生費、保健衛生費、予防費、説明欄（６）になります感染症

総合対策事業の需用費、消耗品費については、914万5,000円の増額補正でござ

います。さらなる感染症対策に伴う災害対策と合わせた経費でございます。避

難所等で使用するガウン、あるいはマスク、簡易用ベッド、簡易用テント等を

購入するための補正となるものでございます。 

 次に、負担金補助及び交付金では、コロナ禍での生活支援事業として、町内

在住の妊婦さんを対象に、応援給付金として１人に２万円を給付するもので、
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総額160万円を補正するものでございます。 

 続きまして、衛生費、保健衛生費、環境対策費、説明欄（９）感染症総合対

策事業では、鳥獣被害対策について、これまで様々な取組を広域連携を含めて

進めてまいりました。新しい生活様式のステージを十分踏まえながら、ジビエ

利用促進に向けた施設整備等の適正規模の調査、あるいは設計等を委託するた

めの、ジビエ処理加工施設設立支援業務委託200万円を計上するものでござい

ます。 

 次に、負担金補助及び交付金では、ペット預かり費用緊急支援助成金として

30万円を増額補正するものでございます。飼い主が感染症した場合の緊急対策

事業でございます。 

 続きまして、衛生費、保健衛生費、環境衛生費（10）クールチョイス「賢い

選択」によるＣＯ２排出削減促進事業については、500万円の補正となります。

こちらにつきましては、エコクッキング、オンライン講座、あるいは節電に向

けたコンテスト、ごみ減量モニターの募集等の事業を通じて、二酸化炭素排出

量の削減を図り、地球温暖化対策に係る町民の自発的な取組の拡大と、定着に

取り組むための事業として補正するものでございます。 

 次に、16ページ、17ページ、商工費、商工振興費（７）感染症総合対策事業

では、第２弾として感染症対策商工振興商品券発行事業補助金、430万円を補

正するものでございます。発行総額2,000万円、プレミア20％の事業を今後展

開するための補正となります。 

 土木費、道路橋梁費、道路維持費、説明欄（３）感染症総合対策事業では、

新型コロナウイルス感染症に伴い町民の健康意識が向上してございます。そこ

で、健康増進と安心・安全の確保から、視線誘導機能の向上によるグリーンベ

ルト及び、路側線などを再整備するための事業として補正するものでございま

す。工事費につきましては、健康増進、道路安全施設整備工事として547万2,0

00円、町道１号線あるいは２号線ほか総事業延長が、約1,900メートルのウォ

ーキングストーリーとして、グリーンベルトの改修及び路面標示として、工事

費を補正するものでございます。 

 続きまして、土木費、都市計画費、都市排水路費、説明欄（２）感染症総合
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対策事業の160万円につきましては、水路の浚渫として神山、和田堰や新松田

駅、沢入沢、中丸、延命寺沢等の水路の浚渫委託料として補正するものでござ

います。 

 教育費、教育総務費、事務局費、説明欄（11）学校ＩＣＴ推進事業のＩＣＴ

活用促進事業委託料を458万3,000円減額補正を行うもので、こちらは地方創生

臨時交付金に組み換えるための減額でございます。また、使用料及び賃借料の

ＩＣＴ教育機器賃借料につきましても、512万円を減額補正をし、地方創生臨

時交付金に組み換えるための減額補正となります。 

 そこで、教育費の事務局費の（16）感染症総合対策事業では、組み換えによ

る委託料として、ＧＩＧＡスクールサポーター配置支援委託料に458万4,000円、

ＩＣＴ教育用機器賃借料では、ソフトウェアのリース料及び機器設定費合わせ

て563万9,000円、備品購入費では180台のタブレット端末機の購入、810万円を

増額補正するものでございます。 

 次に、教育費、小学校費、寄小学校費（５）感染症総合対策事業では、学校

保健特別対策事業の消耗品として、手指消毒液やサーキュレーター、あるいは

マスク、物品用消毒液ほか総額117万1,000円を補正するものでございます。 

 続きまして、教育費、小学校費の松田小学校費（５）感染症総合対策事業で

は、18、19ページの学校保健特別対策事業の消耗品についても、同様の物品等

を購入するための経費として229万9,000円を補正するものでございます。 

 続きまして、中学校費、松田中学校費（６）の感染症総合対策事業について

も、学校保健特別対策事業費としての消耗品として207万円を補正するもので

ございます。 

 次に、教育費の社会教育費、図書館費（３）感染症総合対策事業では、役務

費、手数料として電子図書館の標準サービス初期導入手数料として77万円、ク

ラウドサービス利用料５か月分として27万5,000円で、新しい生活様式を考慮

した電子書籍貸出しのための、電子図書館サービスの導入経費を補正するもの

でございます。 

 続きまして、予備費については、2,477万8,000円を減額をし、合計4,516万1,

000円となるものでございます。このうち800万円につきましては、いわゆるコ
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ロナ対策における第２波、第３波を見据えたコロナ対策総合対策に係るものと

させていただきます。 

 続きまして、20ページでございます。債務負担行為で、翌年度以降にわたる

ものについての前年度末までの支出額、または支出額の見込み及び当該年度以

降の支出予定額に関する調書でございます。この調書につきましては、地方自

治法施行令144条に基づき添付するものでございます。 

 21ページにつきましては、工事予定箇所といたしまして、健康増進道路安全

施設整備工事の平面図を、説明資料として添付させていただきました。 

 以上、一般会計補正予算（第７号）について、御審議よろしくお願いいたし

ます。 

議      長  担当課長の細部説明が終わりました。これより質疑に入ります。 

１２番 大  舘  15ページの環境対策費でございますけれども、その中のジビエ処理加工施設

が200万計上されていますけれども、この施設についてはですね、隣町の大井

町の小田町長さんが選挙公約で整備するんだというような話も伺っていました。

このことを反対するわけじゃありませんけれども、広域でですね、いろいろ議

論されていたようなことも聞いておりますので、このことについては町単独で

やられるのかどうか。 

 それとですね、ヤマビル対策ということがうたわれていますけれども、シカ

とイノシシだけがヤマビルを運んでいるわけじゃありません。タヌキとかアナ

グマとか、それから家畜…家畜って、ペットですね、ネコやイヌも運んできま

すので、これ、必ずしもヤマビル対策に…関連はしますよね。そういう意味で、

それだけを出すのはちょっと違うのかなと。対策については、別に考えるべき

なのかと思います。 

 それと、次の（10）のですね、クールチョイスの件ですけれども、これは健

康福祉センターのボイラーの改修ということですけれども、今…そうじゃない

の。全然違うの。ごめんなさい。それじゃ、その１点だけでいい。 

町      長  本当は課長でよかったんですけど、ちょっと大井の町長さんのお名前が出た

ので、私のほうから回答しておいたほうがいいかなと思って、その分は。大井

の町長さんの公約に掲げられているというのは、私も知っています。そういう
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話は伺っています。広域で皆さんで協力してやりたいという思いは、みんなこ

の辺の地域で困っていらっしゃる首長さんたちは同じ共通認識です。ですので、

我々としては大井町さんが公約として、場所をきちっと決められてやられると

いうことであれば、ぜひとも一緒にやっていきたいという考えはありますが、

ここのところ聞いているとですね、大井町で当初検討していた場所が、そこで

しっかりとしたところで連携してできるかというと、連携してだったらちょっ

と難しいというお話をいただいたので、連携してできる場所とか規模などを、

これから調整していかなきゃいけないという話を伺ったところもあったので、

それであれば松田のほうも当然やらなきゃいけないですし、もう昔から我々も

ちょっとずっと、平成28年ぐらいからですかね、いろいろ調査研究しながら、

地方創生のお金をいただきながら調査研究してきたので、そのデータをもとに

我々のほうが先に調整をさせていただきながら、皆さん方との連携をどういっ

た形で図れるのかという、条件づけだとか、そういったものを今回の調査費の

ような格好で、計上させていただいているということで考えておりますので、

なるべく連携してやりたいというふうには考えております。 

 あと、ヤマビルの関係は。 

観 光 経 済 課 長  それでは、２点目のヤマビルの関係の対策についてということでございます。

本日お示ししている資料の中に、確かに「ヤマビル」という表現が入ってござ

います。これはあくまで有害獣が媒介して、ヤマビルの生息域を広げてしまっ

ているということで、このたびのジビエ処理加工施設の設立事業ということで

の御提案…予算の中ではですね、直接的な、大変恐縮なんですが、課題は大き

く認識はしておるんですけども、ヤマビルに直接的な対応の調査費ではないと

いうことは、御理解をいただきたいと思っています。ただ、町としましても、

昨年にも増してと、すごい大幅にではないんですけども、地域の方でですね、

特に観光のハイキングルートとかを通じたものが多うございますが、やはり駆

除剤、こちらのほうを今年もお配りさせていただいて、地域の皆様と一丸にな

って取組をさせていただいているところですので、御理解をいただければと思

います。 

１２番 大  舘  よくわかりました。町長ね、こういうコロナ禍で、これから幾らお金がかか
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るかわからない時代なんでね、極力松田町だけでやるんじゃなくて、広域で、

お互いに出しっこしてですね、少しでも松田の出費を抑える方向で、第２波、

第３波にかけて備えなくちゃいけないときだと思うんですよ。それで、要望で

すけれども、ぜひ広域でお願いしたいと思いますので、よろしくお願いします。 

議      長  ほかにございますか。 

７ 番 南  雲  15ページの疾病予防事業に要する経費のところの需用費で、914万5,000円の、

これはコロナ禍で災害対策ということで、ガウンとかマスクとかベッドとかの

購入ということなんですけれども、これは地方創生臨時交付金を充てていると

いう…。 

議      長  南雲君に申し上げます。ちょっと音が拾えないそうなので、もう少し大きい

声でお願いします。 

７ 番 南  雲  はい、すみません。需用費の災害対策のガウン、マスク等の費用で914万5,0

00円が上がっていますけれども、これは今、地方創生臨時交付金を充てるとい

うことなんですけれども、国のほうに防災計画を提出すれば、また別で、対策

…備蓄品の費用が出されるということなんですけれども、そちらの対応はされ

るのかどうかをお伺いしたいと思います。 

参事兼総務課長  今の御質問なんですけど、まずここの914万5,000円につきましては、防災だ

けではなく、環境衛生のものでございますので、これはこちらのほうで、この

補助金の中でやらせていただきます。また、防災関係につきましては、そうい

った計画、今作っているところではございますけども、その面、当たるようで

あれば、また別に考えていこうかなという考えでございますので、よろしくお

願いいたします。 

７ 番 南  雲  液体ミルクは本当に衛生面でも必要だと思いますので、そういったことも考

慮に入れていただいて、ぜひお願いいたします。以上です。 

議      長  ほかにございますか。 

 ないようでしたら、この辺で質疑を打ち切りたいと思いますが、御異議ござ

いませんか。 

           （「異議なし」の声多数 ） 

 お諮りいたします。ただいま議題となっています本案につきましては、一般



 9 

会計補正予算審査特別委員会を設置し、そこに付託の上、審査することにした

いと思いますが、御異議ございませんか。 

           （「異議なし」の声多数 ） 

 異議なしと認めます。よって、本案は一般会計補正予算審査特別委員会を設

置し、そこに付託の上、審査することに決定しました。 

 ここで暫時休憩しますので、休憩中に委員の選出、正・副委員長の選任をお

願いします。決定しましたら議長まで報告願います。 

 暫時休憩します。                    （10時55分） 

議      長  それでは、休憩を解いて再開いたします。         （10時58分） 

 休憩中に一般会計補正予算審査特別委員会の委員が決定いたしました。委員

は議長を除く議員11名です。委員長には井上君、副委員長には内田君が決定し

ました。審査をよろしくお願いします。なお、議長もオブザーバーとして参加

させていただきますので、よろしくお願いいたします。 

 暫時休憩とします。休憩中に特別委員会を開催し、審議してください。 

                             （10時59分） 

議      長  休憩を解いて再開します。                （15時15分） 

 お諮りします。休憩中に一般会計補正予算審査特別委員会委員長より、一般

会計補正予算（第７号）審査特別委員会報告書の提出がありましたので、この

議案を追加日程第１として議題としたいと思いますが、御異議ございませんか。 

           （「異議なし」の声多数 ） 

 異議なしと認めます。議案第35号令和２年度松田町一般会計補正予算（第７

号）（一般会計補正予算審査特別委員会報告）を追加日程第１として追加して

ください。事務局は議案を配付してください。 

             （ 議 案 配 付 ） 

 配付漏れはございませんか。 

           （「ありません」の声あり ） 

 配付漏れなしと認めます。 

議      長  追加日程第１「議案第35号令和２年度松田町一般会計補正予算（第７号）

（一般会計補正予算審査特別委員会報告）」を議題といたします。 



 10 

 本案については、一般会計補正予算審査特別委員会の審査報告を求めます。

委員長 井上君。 

一般会計補正予算 

審査特別委員長  それでは、特別委員会報告をさせていただきます。令和２年７月９日、松田 

町議会議長 飯田一殿。一般会計補正予算審査特別委員会委員長 井上栄一。 

 一般会計補正予算審査特別委員会報告書。本委員会は、７月９日午前11時15

分より、役場４階大会議室において、委員全員出席のもとに特別委員会を開催

し、令和２年第３回議会臨時会において付託された議案第35号令和２年度松田

町一般会計補正予算（第７号）について慎重に審査しましたので、次のとおり

報告します。 

 記、１、審査の結果。採決の結果、賛成全員で原案のとおり可決すべきもの

と決定をしました。 

 ２、審査の内容。副町長、教育長、参事、担当課長出席のもと、新型コロナ

ウイルス感染症対策について、国の令和２年度第２次補正予算及び新型コロナ

ウイルス感染症対応地方創生臨時交付金に伴う制度の趣旨、内容、スケジュー

ル、町への交付金の額等の説明を受け、新しい生活様式の考え方などを確認し

た上で、この補正案との関連、事業の効果等を審査しました。この結果、次の

事項について申し入れます。 

 １、ジビエ事業の方向性については大いに理解するが、広域連携及び管理体

制について慎重に進められたい。 

 ２、商工振興策については、商品券発行のみでなく、別に小売店等の振興に

ついても配慮されたい。 

 ３、電子図書の今後の運用について、しっかりと計画されたい。 

 以上であります。 

議      長  一般会計補正予算審査特別委員会委員長の報告が終わりました。それでは質

疑に入ります。 

            （「なし」の声あり ） 

 質疑なしとのお声ですが、質疑ありませんか。 

           （「ありません」の声あり ） 
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 質疑なしと認めます。討論に入ります。 

            （「省略」の声あり ） 

 討論を省略とのお声ですが、討論を省略して採決を行って御異議ございませ

んか。 

           （「異議なし」の声多数 ） 

 異議なしと認めます。討論を省略し、採決を行います。議案第35号令和２年

度松田町一般会計補正予算（第７号）に対する委員長の報告は可決です。議案

第35号令和２年度松田町一般会計補正予算（第７号）は委員長の報告のとおり

決定することに賛成の方の起立を求めます。 

 起立全員であります。よって、本案は委員会報告のとおり可決されました。 


